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這
oo
♪
図
く
十
N
誤
b
℃
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高
　
乗
詰
著

『
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
体
系
』

一

「
研
究
者
が
対
外
政
策
の
研
究
は
未
だ
に
原
初
的
な
理
論
の
段
階
に
あ
る

と
特
徴
づ
け
、
研
究
の
第
一
歩
は
対
外
政
策
の
定
義
と
分
類
か
ら
始
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
れ
ば
、
五
〇
人
以
上
の
学
者
が
慨
嘆
し
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

○
人
以
下
の
学
者
が
研
究
の
限
り
な
い
機
会
を
感
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
」

　
こ
れ
は
一
九
七
五
年
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
C
・
コ
ー
エ
ン
と
ス
コ
ッ
ト
・

A
・
ハ
リ
ス
が
、
そ
れ
以
前
に
提
出
さ
れ
た
約
八
○
点
に
及
ぶ
対
外
政
策

に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
回
顧
し
て
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
対
外
政
策
決
定
過
程
を
政
治
学
の
一
領
域
と
し
て
定
着
さ
せ

る
努
力
は
、
ハ
ソ
ス
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
ら
の
「
合
理
モ
デ
ル
」
、
グ
ラ
ハ

ム
・
T
・
ア
リ
ソ
ソ
ら
の
「
官
僚
政
治
モ
デ
ル
」
、
ミ
カ
エ
ル
・
ブ
リ
ー

チ
ャ
ー
ら
の
「
認
知
モ
デ
ル
」
等
、
様
々
な
方
向
性
を
も
っ
て
為
さ
れ
な

が
ら
も
、
先
の
コ
ー
エ
ソ
と
ハ
リ
ス
の
慨
嘆
を
鎮
め
る
水
準
に
至
っ
た
か

否
か
は
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
歴
史
的
に
長
期
に
及
び
、
単
一
文
化
を
誇
り
な
が
ら
も
、
相
対

立
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
分
断
の
構
造
を
呈
し
て
い
る
南
北
朝
鮮
の

対
外
政
策
決
定
過
程
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
内
政
、
外
交
に
わ
た
る
精
緻

な
基
礎
研
究
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
の
に
加
え
、
南
北
朝
鮮
双
方
の

対
外
政
策
を
有
機
的
に
関
連
づ
け
る
こ
と
の
困
難
さ
か
ら
、
過
去
こ
の
領

域
で
提
出
さ
れ
た
業
績
は
、
総
じ
て
南
北
朝
鮮
双
方
の
対
外
政
策
を
抜
き

取
り
、
並
置
さ
せ
た
「
合
本
」
と
の
誹
り
を
免
れ
て
は
い
な
い
。

　
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
一
九
八
四
年
に
発
表
さ
れ
た
本
書
は
、
過
去
米

国
の
政
治
学
界
で
提
出
さ
れ
た
対
外
政
策
決
定
過
程
の
諸
モ
デ
ル
を
援
用

し
、
南
北
朝
鮮
双
方
の
対
外
政
策
を
そ
れ
ぞ
れ
の
内
政
的
文
脈
を
も
含
め
、

有
機
的
に
関
連
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
初
の
意
欲
的
研
究
と
い
っ
て
よ
い
。

　
著
者
閃
ぢ
凝
魯
包
国
魯
（
高
乗
詰
）
は
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
政
治

学
教
授
で
、
現
代
朝
鮮
政
治
研
究
に
関
し
て
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
徐
大
粛
、

ペ
ソ
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
の
李
庭
植
ら
と
並
ん
で
、
在
米
韓
国
人
学
者
の
中

で
も
第
一
線
の
隊
列
に
属
し
て
い
る
。

　
著
者
の
過
去
の
業
績
と
し
て
は
、
英
語
文
献
で
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
提
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出
し
た
博
士
学
位
論
文
で
あ
る
槽
ぎ
勺
ミ
竃
寒
㌧
。
凝
＆
。
、
≧
ミ
罫

民
ミ
ミ
堕
Z
①
名
嘱
o
詩
”
汐
器
鴇
り
」
霧
P
が
あ
り
、
そ
の
他
独
立
論
文
で

は
、
、
、
固
①
。
一
。
㎎
図
導
α
℃
〇
一
三
8
一
Q
o
暮
り
。
＝
ロ
Z
。
り
爵
国
。
り
＄
．
、
u
～
。
ミ
ミ
N

。

、
㌧
§
§
。
。
り
＜
。
一
●
G
。
ρ
Z
9
ω
（
＞
轟
墓
戸
一
竃
O
）
馴
、
、
Q
ど
昌
、
①
ψ
。
お
ぎ

国
o
冨
導
b
o
一
憲
8
．
．
》
硫
§
§
恥
G
。
き
q
。
馨
鳩
ミ
ミ
き
恥
q
。
ミ
§
§
蓑
。
。
き
く
o
一
甲

8
Z
。
。
一
山
（
9
匡
轟
－
望
目
目
。
5
這
置
）
、
朝
鮮
語
文
献
に
つ
い
て
も
、

「
統
一
政
策
斗
南
北
関
係
」
金
俊
樺
、
ム
君
叫
朔
と
共
編
『
北
韓
潮
皇

昔
斗
川
望
』
刈
暑
、
法
文
社
、
一
九
八
二
年
、
所
収
）
、
司
司
音
ヱ
刻

舛
北
韓
斜
対
外
政
策
」
（
李
洪
九
・
ム
君
叫
朔
上
共
編
『
北
韓
斗

皇
毫
潮
世
界
－
八
○
年
代
斜
対
外
適
応
』
刈
暑
、
法
文
社
、
一
九

八
六
年
、
所
収
）
等
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
全
般
に
関
し
、
優

れ
た
研
究
業
績
を
数
多
く
発
表
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
著
者
の
論
稿
は
、
緻
密
な
一
次
資
料
の
批
判
、
検
討
を
基
に
、

大
胆
な
仮
設
を
設
定
し
、
検
証
す
る
労
を
惜
し
ま
ず
、
殊
、
北
朝
鮮
の
対

外
政
策
に
関
し
て
は
、
著
者
の
論
稿
に
啓
発
を
受
け
た
研
究
者
も
少
な
く

な
か
ろ
う
。
因
み
に
著
者
は
、
一
九
八
一
年
夏
、
約
二
ヵ
月
間
に
及
ん
で

北
朝
鮮
を
訪
れ
、
朝
鮮
労
働
党
幹
部
ら
と
意
見
交
換
の
機
会
を
も
っ
た
数

少
な
い
在
米
韓
国
人
学
者
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
。

　
本
書
に
お
け
る
著
者
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
そ
の
序
文
で
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
通
り
、
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
決
定
過
程
を
「
学
問
の
一
領
域
と

し
て
の
検
証
に
よ
っ
て
裏
付
け
、
概
念
的
理
解
を
生
む
分
析
を
提
示
す
る

こ
と
」
（
P
益
）
に
あ
る
。
ま
た
著
者
は
、
一
国
の
対
外
政
策
は
「
象
徴

的
及
び
実
質
的
双
方
に
及
ぶ
国
民
の
行
動
の
総
体
と
定
義
さ
れ
、
他
国
民

の
態
度
や
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
複
雑
な
根
源
を
も

ち
、
多
様
な
結
果
を
も
た
ら
す
」
（
層
斜
）
と
の
見
解
に
立
脚
し
、
過
去
提

出
さ
れ
た
諸
分
析
枠
組
を
援
用
し
な
が
ら
論
を
す
す
め
て
い
る
。

　
以
下
、
本
書
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
、
次
に
本
書
が
孕
む
問
題
点
と

研
究
史
上
の
意
義
を
指
摘
し
た
い
。
尚
、
本
書
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
を

と
る
。

　
　
序
　
論

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
十
章

結
　
論

　
　
二

対
外
政
策
の
類
型
i
概
観

行
動
環
境
i
外
的
背
景

行
動
環
境
－
内
的
背
景

心
理
的
環
境
－
態
度
の
プ
リ
ズ
ム

心
理
的
環
境
ー
エ
リ
ー
ト
・
イ
メ
ー
ジ

政
策
決
定
過
程
ー
構
造
と
慣
例

対
外
政
策
の
産
出
－
戦
略
及
び
作
戦
決
定

対
外
政
策
の
産
出
－
戦
術
決
定

対
外
政
策
の
衝
突

　
右
の
構
成
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
著
者
は
対
外
政
策
産
出
に
至

る
過
程
を
ひ
と
つ
の
体
系
と
し
て
扱
い
、
そ
の
過
程
を
「
入
力
」
、
「
変

換
」
、
「
出
力
」
に
類
別
し
て
い
る
．
こ
の
手
法
は
、
著
者
自
身
も
断
っ

て
あ
る
通
り
、
米
国
政
治
学
の
泰
斗
デ
ィ
ヴ
ッ
ト
・
イ
ー
ス
ト
ン
の
』
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、
養
§
§
ミ
鳶
、
ミ
、
。
§
画
§
執
卜
蓉
ざ
。
。
貴
悔
轟
一
①
≦
o
＆
O
一
濡
｝
Z
Φ
≦

器
毎
①
質
甲
ゴ
。
9
8
頃
毘
｝
お
臼
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
．

し
た
が
っ
て
、
先
に
紹
介
し
た
構
成
を
イ
ー
ス
ト
ソ
流
に
分
類
す
れ
ば
、

三
－
四
章
が
「
入
力
」
過
程
、
五
ー
七
章
が
「
変
換
」
過
程
、
八
－
九
章

が
「
出
力
」
過
程
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
著
者
は
、
序
論
に
て
過
去
米
国
の
政
治
学
界
で
提
出
さ
れ
た
対
外
政
策

決
定
過
程
の
分
析
モ
デ
ル
を
紹
介
し
、
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
分
析
に
適

応
さ
せ
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
が
（
P
㎝
）
、
こ
こ
で
は
著
者
が
本
書

の
執
筆
に
あ
た
り
、
少
な
か
ら
澱
「
後
発
性
の
利
益
」
を
享
受
し
た
こ
と

を
看
取
で
き
る
。
ア
リ
ソ
ン
に
代
表
さ
れ
る
「
官
僚
政
治
学
派
」
は
固
よ

り
、
ブ
リ
ー
チ
ャ
ー
を
始
め
と
す
る
「
心
理
・
認
知
学
派
」
等
、
対
外
政

策
決
定
過
程
の
研
究
に
属
す
る
代
表
的
論
客
が
挙
げ
ら
れ
、
「
変
換
」
過

程
に
相
当
す
る
五
ー
七
章
の
展
開
に
お
い
て
は
、
「
官
僚
政
治
学
派
」
と

「
心
理
－
認
知
学
派
」
の
｝
種
の
融
合
の
努
力
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
特
筆

せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、
本
書
は
、
ア
リ
ソ
ン
が
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」

と
い
う
事
象
を
選
択
し
、
極
め
て
短
い
タ
イ
ム
・
ス
パ
ソ
の
中
で
の
米
国

　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
対
応
を
詳
述
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
特
定
の
事
象
に
と
ら
わ
れ
ず
、

南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
を
ほ
ぽ
網
羅
的
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
も

つ
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
．

　
第
二
章
で
は
、
主
に
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
を
同
一
の
分
析
視
角
か
ら

論
述
す
る
こ
と
の
合
理
性
が
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

南
北
朝
鮮
は
双
方
と
も
、
ω
正
統
性
の
確
保
、
仁⇒
安
全
保
障
の
確
保
、
圓

経
済
発
展
と
い
う
三
つ
の
価
値
の
獲
得
と
い
う
戦
略
目
標
を
も
ち
、
次
第

に
「
自
主
」
を
強
調
し
、
ま
た
変
動
す
る
外
的
環
境
に
対
し
硬
直
性
と
柔

軟
性
の
混
在
し
た
対
応
す
る
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
（
マ
o
。
）
。
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ュ
チ
エ

え
ば
著
者
の
「
朴
正
煕
は
韓
国
に
お
け
る
主
体
の
提
唱
者
で
あ
り
、
ま
た

実
践
者
で
あ
っ
た
」
（
マ
5
と
の
件
は
、
過
度
の
単
純
化
と
の
う
ら
み
は

あ
る
が
、
著
者
の
視
角
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
章
及
び
第
四
章
は
、
先
述
し
た
通
り
「
入
力
」
過
程
に
相
当
す
る

が
、
こ
こ
で
表
題
と
な
っ
て
い
る
「
行
動
環
境
」
と
の
概
念
は
、
ブ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

チ
ャ
ー
か
ら
の
援
用
と
思
わ
れ
る
．
但
し
、
こ
れ
と
後
の
「
変
換
」
過
程

の
分
析
で
援
用
す
る
分
析
枠
組
と
の
接
点
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

恐
ら
く
、
「
変
換
」
過
程
で
用
い
ら
れ
る
枠
組
が
政
策
決
定
の
主
観
的
領

域
を
分
析
す
る
た
め
の
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
政
策
決
定
を
め
ぐ
る
客

観
的
領
域
を
分
析
す
る
た
め
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
著
者
は
こ
の
領
域
を

「
外
的
背
景
」
と
「
内
的
背
景
」
に
分
け
、
前
者
を
第
三
章
．
後
者
を
第

四
章
に
充
て
て
い
る
。

　
第
三
章
は
さ
ら
に
「
グ
目
ー
バ
ル
シ
ス
テ
ム
」
「
リ
ジ
ョ
ナ
ル
シ
ス
テ

ム
」
「
二
国
間
シ
ス
テ
ム
」
の
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
分
け
ら
れ
、
各
々
の

レ
ヴ
ェ
ル
で
の
戦
後
の
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
の
基
本
的
な
構
造

変
化
が
簡
略
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
．
第
四
章
も
同
様
に
、
「
経
済
力
」
「
軍

事
力
」
「
政
治
力
学
」
の
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
分
け
ら
れ
、
政
策
決
定
を

め
ぐ
る
内
的
背
景
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
．
第
四
章
に
お
け
る
著
者
の
論
点

は
、
前
者
二
つ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
南
北
朝
鮮
と
も
に
漸
次
「
自
主
」

化
の
傾
向
を
強
く
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
を
も
ち
な
が
ら
も
、
「
政
治

力
学
」
に
関
し
て
は
著
し
い
対
照
性
を
み
せ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
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る
。
例
え
ば
反
対
党
の
存
在
に
関
し
て
著
者
は
、
韓
国
に
お
け
る
強
力
な

反
対
党
の
存
在
が
韓
国
の
政
治
的
不
安
定
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
に
対
し
、

北
朝
鮮
に
は
政
治
的
自
由
化
に
対
し
、
何
ら
の
免
疫
も
な
い
と
指
摘
し
、

両
者
間
の
こ
の
著
し
い
差
異
は
、
韓
国
の
対
外
政
策
決
定
過
程
に
は
、
カ

ウ
ソ
タ
ー
・
エ
リ
ー
ト
の
存
在
が
無
視
で
き
な
い
の
に
対
し
、
北
朝
鮮
の

そ
れ
に
は
カ
ウ
ソ
タ
ー
・
エ
リ
ー
ト
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
と
い
う
一

種
の
複
眼
的
な
思
考
を
要
求
し
て
い
る
（
マ
§
．

　
第
五
－
七
章
は
、
「
変
換
」
過
程
に
相
当
す
る
が
、
第
五
章
は
「
行
動

環
境
」
を
エ
リ
ー
ト
が
如
何
に
把
握
す
る
か
と
い
う
す
ぐ
れ
て
主
観
的
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

域
の
考
察
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
「
歴
史
的
遺
産
」
「
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
傾
向
」
の
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。
特
に
「
イ
デ
オ
・
ギ
ー
」
の
節
に
つ
い
て
は
、
そ
の
紙
面
の
殆
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
チ
ュ
チ
エ

北
朝
鮮
に
お
け
る
主
体
思
想
の
生
成
過
程
に
割
ぎ
、
一
九
八
○
年
の
朝
鮮

労
働
党
第
六
次
党
大
会
で
の
金
日
成
の
演
説
「
全
社
会
を
チ
ュ
チ
ェ
思
想

化
し
よ
う
」
に
収
敏
さ
れ
る
過
程
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
（
峯
δ
－
§
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ュ
チ
ユ

こ
で
特
筆
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
主
体
思
想
は
そ
の
根
底
に
お
い

て
韓
国
の
朴
正
煕
の
思
想
と
も
通
ず
る
と
指
摘
し
、
著
者
は
そ
れ
を
一
九

七
一
年
の
光
復
節
、
翌
年
一
〇
月
一
七
日
の
非
常
戒
厳
令
宣
布
の
際
の
朴

正
煕
の
演
説
等
、
維
新
体
制
生
成
へ
の
胎
動
か
ら
看
取
し
て
い
る
点
で
あ

る
（
箸
濾
－
琶
。
こ
れ
は
、
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
を
同
一
の
視
角
か
ら

分
析
し
よ
う
と
す
る
著
者
な
り
の
大
胆
な
仮
説
と
も
理
解
で
き
る
。

　
第
六
章
は
、
端
的
に
い
っ
て
．
対
外
政
策
決
定
過
程
に
関
与
す
る
エ
リ

ー
ト
は
、
そ
の
脳
裏
に
如
何
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
か
、
い
い
か

え
れ
ば
、
「
態
度
の
プ
リ
ズ
ム
」
が
投
影
す
る
エ
リ
ー
ト
の
実
際
の
イ
メ

ー
ジ
を
考
察
す
る
領
域
で
あ
る
（
マ
o
。
。
）
。
北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
主
に
金
目

成
の
公
式
発
言
を
、
韓
国
に
つ
い
て
は
朴
正
煕
及
び
全
斗
燥
の
公
式
声
明

を
論
拠
と
し
て
い
る
が
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
デ

タ
ン
ト
の
生
成
に
つ
い
て
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
。

　
続
く
第
七
章
は
、
同
じ
「
変
換
」
過
程
に
あ
っ
て
も
前
二
章
と
は
異
な

り
、
ア
リ
ソ
ソ
ら
の
「
官
僚
政
治
学
派
」
の
影
響
が
看
取
で
き
る
。
但
し
、

著
者
は
南
北
朝
鮮
の
よ
う
に
情
報
収
集
の
困
難
な
国
家
の
政
策
決
定
過
程

の
研
究
に
は
、
「
分
析
枠
組
は
総
じ
て
適
応
困
難
で
あ
り
、
不
適
切
で
す

ら
あ
る
」
（
冨
ε
。
。
－
一
8
）
と
述
べ
、
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
決
定
に
関
与

す
る
諸
集
団
の
構
造
的
な
説
明
に
終
始
し
て
い
る
。
例
え
ぽ
、
北
朝
鮮
に

つ
い
て
は
、
政
府
に
対
す
る
党
の
優
位
、
外
交
部
の
位
相
（
対
外
政
策
立

案
に
関
し
て
は
最
高
人
民
会
議
の
原
則
に
従
属
し
、
政
府
間
レ
ヴ
ェ
ル
に

つ
い
て
政
策
実
施
の
責
任
を
負
う
）
等
の
指
摘
が
さ
れ
、
韓
国
に
つ
い
て

も
、
外
務
部
と
の
比
較
の
上
で
、
情
報
部
．
大
統
領
秘
書
室
等
の
影
響
が

極
め
て
大
き
い
こ
と
な
ど
が
簡
略
に
説
明
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
第
八
章
以
下
は
、
「
出
力
」
過
程
に
相
当
し
、
対
外
政
策
を
、
ω
戦
略
、

㈹
作
戦
（
以
上
第
八
章
）
、
㈹
戦
術
（
第
九
章
）
、
の
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
分
け
、

M
田
に
は
南
北
朝
鮮
の
統
一
政
策
、
届
田
に
は
、
ジ
ャ
ン
・
F
・
ト
リ
ス
カ
の

定
義
、
「
戦
略
に
従
属
し
、
戦
術
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
方
向
性
と
統
一
性
に

関
連
す
る
。
戦
略
よ
り
は
柔
軟
性
が
あ
り
、
戦
術
よ
り
は
硬
直
的
で
あ

（
5
）

る
」
に
従
い
、
統
一
政
策
を
部
分
的
に
構
成
す
る
諸
政
策
を
分
析
の
対
象

と
し
て
い
る
。
例
え
ば
．
北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
四
年
金
日
成
に

141



法学研究62巻5号（’89：5）

よ
り
提
示
さ
れ
た
「
三
大
革
命
力
量
論
」
に
従
い
、
北
朝
鮮
内
部
、
「
南

朝
鮮
」
内
部
の
革
命
力
量
造
成
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
政
策
、
韓
国
に
つ
い

て
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
、
韓
国
軍
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
派
兵
等
が
扱
わ
れ
て

い
る
。

　
第
九
章
に
充
て
ら
れ
て
い
る
戦
術
決
定
は
、
著
者
の
定
義
に
よ
れ
ば

「
戦
略
及
び
作
戦
決
定
に
は
従
属
的
で
あ
り
（
中
略
）
行
動
環
境
の
特
定
の

変
化
、
刺
戟
に
よ
り
促
進
さ
れ
る
」
（
P
ま
①
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
分

析
の
対
象
と
し
て
は
、
北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
前
の
一

九
五
〇
年
六
月
九
日
の
南
北
総
選
挙
提
案
、
ま
た
は
一
九
七
七
年
の
米

軍
O
頃
－
ミ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
撃
墜
事
件
の
事
後
処
理
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

著
老
は
前
者
に
つ
い
て
は
、
北
朝
鮮
の
好
戦
性
を
隠
蔽
す
る
も
の
（
や
一
3
、

後
者
に
つ
い
て
は
．
カ
ー
タ
ー
米
政
権
の
在
韓
米
軍
撤
退
計
画
の
障
碍
を

つ
く
ら
な
い
た
め
の
北
朝
鮮
側
の
配
慮
が
読
み
と
れ
る
と
の
適
切
な
指
摘

を
し
て
い
る
（
層
嵩
○
）
。

　
第
十
章
は
、
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
が
ど
の
よ
う
な
相
互
作
用
を
み
せ

て
い
る
か
、
ま
た
、
各
々
の
対
外
政
策
が
果
し
て
予
期
さ
れ
た
結
果
を
も

た
ら
し
た
か
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
主
な
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
北
朝
鮮
の
統
一
政
策
の
変
化
（
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
南
北
対
話
ー

対
話
の
挫
折
－
対
米
直
接
交
渉
の
提
案
）
、
韓
国
の
統
一
政
策
の
変
化
（
南

北
対
話
1
「
平
和
統
一
外
交
宣
言
」
へ
の
過
程
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対

し
著
者
は
、
例
え
ば
北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
三
年
夏
の
南
北
対
話

の
挫
折
が
北
朝
鮮
を
し
て
対
米
直
接
交
渉
提
案
へ
と
政
策
の
変
更
を
余
儀

な
く
し
た
が
、
こ
れ
は
逆
説
的
に
米
朝
対
話
に
は
韓
国
が
正
式
の
交
渉
資

格
で
参
加
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
米
国
の
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
る
と
い
う
一

種
の
逆
機
能
を
生
ん
だ
と
の
分
析
を
下
し
て
い
る
（
サ
8
一
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
分
析
を
基
に
、
著
者
は
最
後
に
、
南
北
朝
鮮
の
対
外
政

策
を
パ
ト
リ
ッ
ク
・
」
・
マ
ッ
ク
ゴ
ワ
ン
と
ホ
ワ
ー
ド
・
B
・
シ
ャ
ピ
ー

・
が
『
対
外
政
策
の
比
較
研
究
』
（
評
鼠
興
』
目
a
暑
導
導
山
鵠
。
壽
三

ω
●
望
碧
マ
9
『
ぎ
9
§
憾
ミ
§
帖
竃
硫
§
＆
。
、
、
ミ
竃
讐
、
。
§
鴨
卜
頓
ミ
竃
噌

。

、
o
Q
＆
§
受
魯
箋
蕊
き
喚
。
。
曽
ω
①
＜
Φ
二
網
団
旨
辞
O
≧
の
轟
Φ
℃
昌
一
一
。
暮
一
。
β
一
〇
お
）

で
提
示
し
た
幾
つ
か
の
命
題
、
例
え
ば
「
政
策
決
定
者
の
も
つ
『
敵
意
』

と
一
国
の
対
外
政
策
に
お
け
る
武
力
行
使
の
レ
ヴ
ェ
ル
は
正
比
例
す
る

か
」
等
を
南
北
朝
鮮
の
事
例
に
即
し
て
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
（
夢
卜
。
お
－

N
畠
）
。

三

　
以
上
、
簡
略
に
紹
介
し
た
内
容
を
も
つ
本
書
で
あ
る
が
、
本
書
に
対
し

南
北
朝
鮮
の
特
定
の
対
外
政
策
の
具
体
的
変
遷
過
程
の
記
述
を
期
待
す
る

読
者
、
あ
る
い
は
、
対
外
政
策
決
定
過
程
の
理
論
的
研
究
の
成
果
を
期
待

す
る
読
者
は
、
恐
ら
く
肩
す
か
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
書
の
力

点
は
、
明
ら
か
に
政
策
決
定
過
程
研
究
の
既
存
の
モ
デ
ル
を
過
去
の
基
礎

研
究
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は

南
北
朝
鮮
の
複
雑
多
岐
な
対
外
政
策
を
概
観
し
、
そ
れ
ら
の
基
本
的
特
徴

を
把
握
す
る
に
寄
与
す
る
文
献
で
あ
り
、
特
定
の
対
外
政
策
を
具
さ
に
検

討
す
る
に
は
必
ず
し
も
適
さ
な
い
．
以
下
、
こ
の
よ
う
な
本
書
の
性
格
を

考
慮
し
な
が
ら
、
若
干
の
間
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
既
存
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
的
検
討
が
決

定
的
に
欠
如
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
既

存
の
モ
デ
ル
の
中
で
も
「
心
理
－
認
知
学
派
」
が
提
示
し
た
諸
概
念
を
援

用
し
て
い
る
が
、
本
来
、
こ
の
ア
プ
・
ー
チ
の
有
用
性
そ
の
も
の
が
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ア
プ
β
ー
チ
の
要
諦
は
「
政
策
決
定
者
は
現

ヤ
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

実
そ
の
も
の
に
対
応
し
て
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
現
実
認
識
に

　
　
　
　
　
（
6
）

応
じ
て
行
動
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
政
策
決
定
者
を
め
ぐ
る
環
境

の
客
観
的
考
察
を
半
ば
排
除
す
る
傾
向
が
あ
る
．
実
際
、
第
三
世
界
の
対

外
政
策
決
定
過
程
の
研
究
に
は
、
「
心
理
ー
認
知
学
派
」
が
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
政
治
指
導
者
の
政
治
的
個
性
、
心
理
的
変
数
を
過
度

に
強
調
し
、
「
人
格
化
さ
れ
た
政
治
過
程
」
と
の
命
題
の
下
、
特
定
の
政

治
指
導
者
の
情
勢
認
識
を
描
写
す
る
こ
と
に
終
始
し
た
研
究
に
は
過
去
に

　
　
　
　
（
7
）

も
批
判
が
あ
る
．
本
書
で
は
こ
の
よ
う
な
批
判
を
考
慮
し
て
か
、
第
三
章
、

第
四
章
を
「
行
動
環
境
」
の
考
察
に
充
て
て
い
る
が
、
ブ
リ
ー
チ
ャ
ー
の

提
示
し
た
「
行
動
環
境
」
と
「
態
度
の
プ
リ
ズ
ム
」
を
如
何
な
る
根
拠
か

ら
峻
別
す
る
の
か
、
ま
た
両
者
は
如
何
に
連
関
す
る
の
か
に
関
し
て
は
、

決
し
て
充
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
確
か
に
著
者
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
ハ
冒
ル
ド
・
ス
プ
ラ
ウ
ト
と
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ス
プ
ラ
ウ
ト
が
『
国
際
政
治
の
文
脈
に
お
け
る
く
人
間
ー

環
境
関
係
の
諸
仮
説
」
（
目
畦
＆
導
q
匡
畦
撃
邑
9
周
。
鼻
寒
§
良
愛
§

寒
軸
ミ
画
§
。
。
ミ
憾
き
誉
9
§
㊤
§
。
、
国
蕊
馬
§
ミ
ざ
蓉
胸
、
。
§
誉
℃
℃
ユ
琴
①
ε
疑

O
o
暮
R
o
｛
H
暮
Φ
吾
”
菖
o
召
一
の
葺
島
Φ
ω
り
℃
二
g
9
8
q
三
ぎ
議
一
蔓
勺
お
m
ω
」
O
器
）

で
展
開
し
た
論
理
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
そ
の
妥
当
性
に
関
す
る
議
論
が

全
く
割
愛
さ
れ
て
い
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
現
に
、
著
者
が
序
論
で
触
れ

た
「
行
動
環
境
」
と
「
態
度
の
プ
リ
ズ
ム
」
の
説
明
は
、
こ
の
ス
プ
ラ
ウ

ト
両
氏
の
論
理
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
に
近
い
（
マ
。
）
。

　
本
論
に
お
い
て
も
、
そ
の
構
成
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
第
五
章
、

第
六
章
、
第
七
章
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ス
プ
ラ
ウ
ト
、
ブ
リ
ー
チ
ャ
ー
、
ア
リ

ソ
ン
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
相
互
の
連
関
性
は
比
較
的

希
薄
で
あ
り
、
各
章
を
独
立
し
た
も
の
と
み
る
方
が
理
解
の
助
け
に
な
る

の
と
印
象
を
も
受
け
る
。
特
に
第
七
章
は
、
紹
介
し
た
通
り
、
ア
リ
ソ
ン

の
「
政
府
内
政
治
モ
デ
ル
」
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
記
述
は
一
貫
し
て
南

北
朝
鮮
の
対
外
政
策
決
定
に
関
与
す
る
諸
集
団
に
言
及
し
た
に
過
ぎ
な
い

点
は
、
繰
り
返
し
て
指
摘
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
第
七
章
に
つ
い
て
さ
ら
に
い
え
ば
、
著
者
は
現
に
第
四
章
の
「
政
治
力

学
」
を
述
べ
る
過
程
で
、
韓
国
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
エ
リ
ー
ト
の
存
在
に
つ

い
て
言
及
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は
第
七
章
で
は
み
ら
れ
な

い
。
仮
り
に
著
者
が
ア
リ
ソ
ン
ら
の
「
政
府
の
政
策
を
形
成
す
る
者
は
ひ

と
り
の
政
策
決
定
者
で
は
な
く
、
巨
大
な
組
織
体
と
諸
々
の
政
治
行
為
者

　
　
　
　
　
（
8
）

の
複
合
体
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
共
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も

韓
国
に
つ
い
て
は
、
各
組
織
の
「
組
織
利
益
」
に
も
言
及
す
べ
き
で
あ
っ

た
ろ
う
．
例
え
ば
、
】
九
六
一
年
朴
正
熈
は
「
第
一
次
経
済
発
展
五
ケ
年

計
画
」
の
遂
行
に
あ
た
り
、
各
利
益
集
団
を
「
全
国
経
済
人
連
合
会
」
に

　
　
　
（
9
）

糾
合
し
た
が
、
こ
れ
が
そ
の
四
年
後
の
日
韓
国
交
正
常
化
に
少
な
か
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

影
響
を
及
ぽ
し
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、
目
韓
基
本
条
約
の
批
准
に

際
し
て
は
、
韓
国
の
当
時
の
反
対
党
民
衆
党
の
議
会
外
活
動
が
朴
正
煕
の
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対
外
政
策
推
進
の
大
き
な
障
碍
と
な
っ
た
こ
と
も
、
韓
国
の
政
党
史
を
研

究
す
る
者
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
．

　
一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
に
あ
っ
て
は
、
正
し
く
ス
テ
フ
ァ
ソ
・

D
・
ク
ラ
ス
ナ
ー
が
ア
リ
ソ
ン
ら
「
官
僚
政
治
学
派
」
を
批
判
し
た
「
政

府
内
組
織
間
の
ゲ
ー
ム
と
い
う
よ
り
は
、
巨
大
な
権
限
を
も
つ
『
王
』
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

彼
と
同
様
の
考
え
を
も
つ
部
下
間
の
価
値
の
交
換
に
過
ぎ
な
い
」
と
の
言

葉
に
極
め
て
近
い
政
策
決
定
過
程
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
．
本
書

全
体
を
通
じ
、
著
者
は
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
を
同
一
の
視
角
か
ら
論
じ

よ
う
と
試
み
て
は
い
る
が
、
右
の
よ
う
に
著
し
い
対
照
性
を
示
す
両
者
の

対
外
政
策
決
定
過
程
に
関
し
、
モ
デ
ル
の
提
示
の
段
階
で
緻
密
な
検
討
を

行
な
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
過
大
な
要
求
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
北
朝
鮮
の
党
政
関
係
に
つ
い
て
著
者
は
、
政
府
に
対
す
る
党
の

優
位
、
外
交
部
が
最
高
人
民
会
議
の
原
則
に
従
属
し
て
い
る
点
を
述
べ

る
過
程
で
、
朝
鮮
労
働
党
第
六
次
党
大
会
（
一
九
八
○
年
一
〇
月
）
の
分

析
を
基
に
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
国
際
部
部
長
の
金
永
南
（
当
時
）

が
、
外
交
部
部
長
許
欽
（
当
時
）
よ
り
も
、
党
の
序
列
に
お
い
て
上
位
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
、
金
永
南
が
党
政
治
局
委
員
で
あ
る
の
に
対
し
、
許

欽
は
党
政
治
局
委
員
候
補
に
過
ぎ
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
現
在
、

党
中
央
委
員
会
国
際
部
部
長
玄
峻
極
が
党
政
治
局
委
員
候
補
で
あ
る
の
に

対
し
、
外
交
部
部
長
金
永
南
は
党
政
治
局
委
員
で
あ
り
、
外
交
部
の
位
相

に
関
す
る
著
老
の
立
論
に
は
若
干
の
修
正
を
要
す
．
こ
れ
は
本
書
の
も
つ

問
題
点
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
北
朝
鮮
内
政
に
関
す
る
基
礎
研
究
の
不
足

を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
孕
み
な
が
ら
も
、
本
書
の

も
つ
価
値
は
決
し
て
否
定
さ
れ
な
い
．
こ
れ
は
緻
密
な
一
次
資
料
の
検
討

に
裏
う
ち
さ
れ
た
著
者
の
洞
察
力
と
大
胆
な
構
想
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
．
再
び
北
朝
鮮
に
つ
い
て
そ
の
統
一
政
策
か
ら
述
べ
れ
ば
、
著
者
は

一
九
六
四
年
二
月
に
金
日
成
が
提
示
し
た
「
三
大
革
命
力
量
論
」
を
『
金
目

成
著
作
選
集
』
を
典
拠
に
詳
細
に
分
析
し
、
当
時
の
北
朝
鮮
の
統
一
政
策

を
、
「
北
朝
鮮
は
『
南
朝
鮮
』
及
び
世
界
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
勢
力
を

奮
起
さ
せ
る
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
す
が
、
『
南
朝
鮮
』
か
ら
米
軍
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

駆
逐
す
る
主
力
は
『
南
朝
鮮
人
民
』
自
身
が
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
．
も
し
、

彼
ら
が
大
規
模
な
蜂
起
を
行
な
い
、
他
の
世
界
で
も
米
国
に
対
す
る
圧
力

が
集
中
し
て
加
え
ら
れ
れ
ば
、
米
国
は
『
南
朝
鮮
』
か
ら
撤
退
せ
ざ
る
を

得
な
い
．
米
国
の
軍
事
的
存
在
が
な
く
な
れ
ば
、
『
南
朝
鮮
』
の
政
権
は

崩
壊
し
、
『
進
歩
的
政
権
』
の
誕
生
の
道
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の

と
き
、
北
朝
鮮
と
新
た
な
『
南
朝
鮮
』
の
政
権
は
統
一
方
案
に
着
手
で
き

る
だ
ろ
う
」
（
マ
旨
9
傍
点
は
評
者
）
と
要
約
し
て
い
る
．
い
わ
ば
「
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

革
命
」
と
し
て
の
「
南
朝
鮮
革
命
」
と
い
う
視
点
が
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
著
者
は
さ
ら
に
、
こ
の
北
朝
鮮
の
「
南
朝
鮮

革
命
」
の
認
識
を
「
行
動
環
境
」
の
外
的
背
景
と
内
的
背
景
、
す
な
わ
ち
、

南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
米
国
の
ゲ
リ
ラ
戦
に
対
す
る
脆
弱
性
及
び
い
わ

ゆ
る
「
学
生
革
命
」
に
お
け
る
李
承
晩
政
権
の
脆
弱
性
と
、
こ
の
期
の
北

朝
鮮
の
国
内
建
設
の
成
果
と
い
う
両
面
か
ら
説
明
し
て
お
り
、
極
め
て
説

得
力
に
富
む
（
召
一
ト
⊃
。
－
一
い
。
刈
）
．
こ
れ
は
．
そ
の
全
体
像
す
ら
不
明
の
箇
所

の
多
い
北
朝
鮮
の
対
南
政
策
の
理
解
に
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
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い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
本
書
が
朝
鮮
解
放
か
ら
一
九
八
四
年
と
い
う
極
め
て
長
い
タ
イ

ム
・
ス
パ
ン
の
中
で
南
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
の
分
析
を
試
み
た
こ
と
は
、

特
定
の
事
象
に
つ
い
て
の
詳
細
な
議
論
を
困
難
に
し
て
い
る
反
面
で
、
あ

る
対
外
政
策
が
如
何
に
変
化
し
た
か
に
読
者
の
目
を
開
か
せ
て
い
る
．
例

え
ば
、
先
に
紹
介
し
た
北
朝
鮮
の
統
一
政
策
の
変
化
（
南
北
対
話
－
対
話
の

挫
折
－
対
米
直
接
交
渉
提
案
）
は
、
長
い
タ
イ
ム
・
ス
パ
ソ
の
設
定
な
し
に

は
明
確
に
示
せ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
北
朝
鮮
の
対
米
直
接
交

渉
提
案
は
、
米
朝
対
話
に
は
韓
国
が
正
式
の
交
渉
資
格
で
参
加
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
の
米
国
の
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
る
結
果
を
招
い
た
と
い
う
説
明
を

加
え
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
一
九
八
四
年
一
月
の
北
朝
鮮
に
よ
る
三
者
会

談
提
案
の
背
景
を
読
み
と
る
の
は
、
読
者
の
課
題
か
も
し
れ
な
い
。

　
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
対
外
政
策
一
般
の
研
究
は
、
決
し
て
充
分
と
い
え

る
状
態
に
は
な
い
。
し
か
し
、
対
外
政
策
決
定
過
程
の
研
究
が
理
論
的
考

察
を
含
む
以
上
、
そ
れ
が
一
般
化
と
比
較
研
究
を
志
す
の
は
当
然
で
あ
り
、

地
域
研
究
の
領
域
に
お
い
て
も
絶
え
ず
検
討
が
繰
り
返
さ
れ
ね
ば
な
る
ま

い
。
本
書
は
、
一
般
化
の
面
で
若
干
の
問
題
点
を
孕
み
な
が
ら
も
、
南
北

朝
鮮
の
対
外
政
策
研
究
に
関
し
、
並
置
（
甘
答
碧
。
の
三
曾
）
で
は
な
く
、
比

較
（
8
目
冨
議
曾
）
を
試
み
た
最
初
の
本
格
的
な
研
究
成
果
で
あ
る
．
ま

た
、
本
書
は
地
域
研
究
の
領
域
か
ら
い
え
ば
、
南
北
朝
鮮
双
方
の
外
交
、

内
政
に
わ
た
る
基
礎
研
究
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
も
示
唆
し

て
い
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
N
・
ロ
ー
ズ
ノ
ウ
の
い
わ
ゆ
る
「
前
理
論
的
研

究
」
が
朝
鮮
政
治
ほ
ど
急
が
れ
る
領
域
は
少
な
い
。

（
1
）
　
切
①
彗
畦
山
ρ
O
o
げ
睾
”
且
oQ
。
o
S
｝
国
導
ユ
辞
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冨
凝
づ
b
o
＝
2
4

　
ぎ
問
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8
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⑪
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＆
じ
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郵
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（
2
）
ω
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皐
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●
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一
ぎ
P
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・
恥
§
。
。
、
b
§
ぎ
達
問
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§
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ぎ
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§
ミ
傍
巴
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翼
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搾
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】
W
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（
3
）
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9
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§
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冬
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富
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§
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、
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旦
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ヨ
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蒔
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㌧
閑
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霞
9
g
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邑
讐
℃
。
一
一
璽
ω
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魯
≦
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吋
、
、
～
建
§
匙
。
、
O
。
蕊
§

　
笥
塁
o
騨
畿
o
詳
呂
弩
o
プ
一
〇
〇
嘗

（
5
）
臼
導
コ
ギ
冒
雨
い
、
．
》
竃
。
α
①
一
｛
。
同
ω
ε
身
。
h
ω
。
〈
一
9
問
。
邑
讐

　
b
o
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噛
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Z
o
●
一

（
旨
畦
9
」
綜
o
。
）
一
マ
塁
尚
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こ
れ
は
本
書
＝
二
〇
頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い

　
る
。

（
6
）
甲
Φ
3
①
5
。
サ
§
こ
亭
一
一
－
一
ト
。
。

（
7
）
田
凝
9
囚
。
声
昌
燭
象
男
。
邑
讐
℃
。
一
帥
畠
ぎ
芹
①
醤
一
置
譲
。
二
脅

　
卜
β
冒
＃
0
3
0
二
〇
P
、
、
、
蕊
ミ
き
9
賊
§
匙
、
o
§
普
ミ
曽
蔚
§
。
嶺
ミ
蔚
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＜
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●

　伊Zo

●
一
（
お
oo
“
）
一
暮
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一
㎝
山
①
一
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8
）
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日
≧
冴
9
導
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①
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．
一
W
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＄
琴
蚕
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。
や
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嵩
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団
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目
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菖
o
扉
達
ぎ
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D
目
鎧
け
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●
d
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曾
（
①
量
y
楠
ぎ
。
遷
9
義
、
§
＆
き
』
§
ミ
蓉
誉
蓉
h
ぎ
・

　
物
9
帖
O
き
o
o
●

（
9
）
　
叫
刈
を
、
「
全
国
経
済
人
連
合
会
」
『
世
代
』
一
九
六
七
年
四
月
、
を
参

　
照
。

（
1
0
）
ω
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≦
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切
。
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昏
P
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ぎ
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§
§
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ミ
遷
O
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肺
ぎ
㌧
毯
鮮
＆
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＆
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き
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§
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ミ
硫
黛
§
一
堵
睾
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爵
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器
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ぴ
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ミ
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1
1
）
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ざ
9
導
∪
．
国
冨
警
①
ン
駿
卜
括
閃
弩
①
豊
。
鍔
9
窃
一
目
零
吋
ひ
”
旨
評
遙

、ミ9

睾
、
。
§
撃
2
。
。
S
の
q
ヨ
ヨ
①
5
一
〇
認
も
」
＄

（
⑫
）
　
こ
れ
は
北
朝
鮮
側
の
文
献
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ぞ
。
肉
朴
電
』

（
項
曽
、
朴
到
斗
叫
釜
垂
朴
、
一
九
七
三
望
一
二
型
）
二
＝
頁
を
参
照
。
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